
 

 
 

地区 No. 事 業 名 実 施 団 体 名 

浜田 

1 防災まつり♪ 田町まちづくり推進委員会 

2 
歴史と文化を大切にするまちづくりに向けた 

環境整備事業 
 

3 
みはしネットがしかける 地域・学校・家庭の 

連携強化事業 
 

4 
「助けて！」と言える関係をつくる事業 

～防災意識啓発および技能向上事業～ 

5 地域で守り、拡げていく広浜鉄道今福線 
佐野・宇津井地区まちづくり 

推進委員会 

6 美川地域防犯意識啓発事業 

 

7 持続可能な美川に向けた子育て世帯定住促進事業 

8 
絶滅危惧植物の保全をつうじた地域コミュニティ 

の再生事業 
久代地区まちづくり推進委員会 

金城 

9 魅力ある農産物栽培実践事業 今福地区まちづくり推進委員会 

10 妖怪（河童）伝説活用事業 美又湯気の里づくり委員会 

11 小さな郷づくり推進モデル事業 雲城まちづくり委員会 

12 地域おもてなし環境整備事業 縁の里づくり委員会 

旭 

13 木田美景観事業/木田魅力アップ事業 木田まち自治会 

14 菖蒲で勝負！農地整備保全事業 都川地区まちづくり推進委員会 

弥栄 15 まちづくり活動を広げよう！ 安城地区まちづくり推進委員会 

三隅 

16 黒沢中学校拡大同窓会 黒沢まちづくり委員会 

17 
環境・景観保全事業 

（ひまわり園開設及び野山嶽景観保全事業） 
まちづくり推進委員会 INO 

 

実践紹介集（平成 30 年度） 
浜田市まちづくり総合交付金事業（課題解決特別事業） 

 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

防 災 ま つ り ♪ 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  田町は市街地であるが、若者が少なく高齢者の占める割合が高い。要支援者の避難支援を高齢者が行わざるを得ないの

が現状である。健康で明るく過ごせる地域を目指すとともに、日ごろからの近所同士、町内同士で「顔の見える関係」を

作っておくことで、災害等が発生した場合でも助け合える体制を築いておくことが必要である。みんなが安心して、この

地域に住んでいて良かったと思えるようなまちづくりを目指している。 

 
・事業の概要 

 「子供」や「高齢者」を主役として「防災」をテーマに参加者が一緒になって、災害から身を守る、地域を守ることを

考えながら「顔の見える関係」になれるよう「防災まつり♪」を計画して実施した。 

 ①避難所運営ゲーム（HUG：ハグ）浜田市安全安心推進課の協力を得て、各町内別にグループを作り、問題点を挙げなが

ら体験した。町内により、予想される災害が異なる地域もあるので、同じ条件である近隣住民をグループとして、本番さ

ながらの避難所運営を考えてみた。 

 ②非常食試食会 混ぜご飯やパスタ、おにぎり、けんちん汁等、各種の非常食を試食してもらい、「超美味しい」「美味し

い」「美味しくない」をカラーシールで分別してもらうアンケート調査を行った。イベント終了後、アンケートの結果を

重視して好評だったものを購入した。 

 ③その他 「防災ガイドブック」と「非常持出し 5点セット」を補助金で購入させていただき、参加者全員に配布した。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

・今までのイベントは、市へ申請して企画が承認された

からできたものであった。今後は交付金をもらわなく

ても各町内からの補助金等で賄えるような範囲でのイ

ベントを企画する。 

・スタッフだけがイベントの企画をするのではなく、各

町内の意見を聞いて、無理のない程度に、自分ができ

ることを手伝ってもらえるようにする。 

 

 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

      〇    

・上記評価の理由 

スタッフ 30人による反省時のアンケートに基づき総合評

価は「7」とした。今回が 3回目のイベント開催となった

が、参加するメンバーがほぼ一緒だったこと等を考えると

今後の課題も多い。次回は 1 人でも多くの参加者が集ま

り、助け合い、協力しあえるようなイベントを企画したい。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

   

 

申請団体名：田町まちづくり推進委員会 

事業費（予算額）：500,000円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円） 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

歴史と文化を大切にするまちづくりに向けた環境整備事業 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  浜田には歴史文化を伝える貴重な地域文化財があるにも関わらず認知してない人が多くいる現状か

ら、それらを表示説明する看板等を設置することで広く宣伝し後世に分かりやすく伝えることで地元へ

の愛着の念を醸成するとともに地域の誇りを高めることを目的とする。 

 

・事業の概要 

 １．新町大橋のたもとには、江戸時代に浜田藩の高札場が置かれ、市井の人々に告知・伝達が行われ

た。それに加え、浜田八町を中心にして浜田のまちづくりが進展・発達してきたことを説明する説

明板を大橋たもとに設置をする。 

２．蛭子町の神並山天満宮の境内に筆供養のための筆塚があり、説明標柱が設置してあるが、長年の

腐蝕により判読不明になっている標柱を、石柱に改修して正しく伝えられるようにする。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

 今後は、浜田公民館・小中学校等とも連携して

地元のふるさと教育の教材や歴史文化を学ぶ資

料として活用していただきたいと考えている。 

 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

        〇  

・上記評価の理由 

 高札場も筆塚も立派で分かりやすい説明板と標

柱を設置することができ当初の目的を達成できた。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

申請団体名：えびす新町まちづくり推進委員会 

事業費（予算額）：610,620円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円） 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成  度浜田市Ǉちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書࠰30

事業Ӹ ǈƸしネットƕしƔƚǔ 地域ヷ学校ヷ家庭Ʒ連携強化事業 

ᲬᲪᲫᲳ࠰度 新入学保護者ヷ児童交流会 

事業Ʒ目的Ტ解決Ǜ目指す課᫆Უ  

ㄤ階小学校Ʒ新入生Ƹ複数Ʒ保育園ヷ幼稚園ƔǒƷ入学しƯƘǔƨǊŴ親子共ƴ顔見知Ǔƕ少ƳƘŴƭƳƕ

Ǔƕ希薄ưあǔŵそƷƨǊ入学前Ɣǒ親ӷ士気楽ƴǳミュニǱヸǷョンƕ取ǓƴƘƘŴ不安感ƕあǔŵ 

Ĭ 保護者ӷ士ƕ気楽ƴǳミュニǱヸǷョンƕ取Ǖǔ関係Ǜ作ǔƜƱưŴ孤立Ǜ防ƗŴ安心しƯ子育Ư
ưƖǔ環境Ǜ提供  ĭ新入学児童ƕ学校生活Ǜ楽しǈƴưƖƨǓŴ地域ƱƷƭƳƕǓƮƘǓƷƖ

ƬƔƚƱすǔŵ  

見込ǇǕǔ成果 

Ĭ 保護者Ʒ大半ƕ参加しŴ連絡先Ǜ交換しƨǓŴ入学へƷ不安ƴƭいƯǢドバǤǹǛǋǒいŴ不安ƕ軽
減ƞǕǔŵ ĭ新入学児童ƕ小学生や地域住民Ʊ楽しƘ交流しŴ入学Ǜ楽しǈƴưƖƨǓŴ地域住民

ƱƷƭƳƕǓƕưƖǔŵ  

事業Ʒ概要  

Ĭ ㄤ階小学校ミヸテǣンǰルヸムư新入学Ʒ保護者ӷ士Ʒ交流会Ǜ開催すǔŵ 

Ƃ保護者交流会ϋ容ƃ 浜ဋ親子応援プロǰラムᲢＨᲣ体験Ჩ ǈƸしネットŴƸǇƩƬ子共育

プロǸǧǯトŴǇƪƷ縁側Ʒ取Ǔ組ǈ紹ㅼᲩ Ɠ茶Ǜ飲ǈƳƕǒ保護者ӷ士Ʒ交流タǤム 

ĭ 体育館ư新入学児童Ʒ交流会Ǜ開催すǔŵ 

Ƃ児童交流会ϋ容ƃ ᢃ動ᢂびプロǰラムᲢリヸベᲣƷ体験Ჩ 新Ჰ࠰生や地域ボランテǣǢƱ交流会 

事前Ʒ動Ɩ 

ᲫᲫ月 交流会案ϋチラǷƷ作成Ჩ学校ᛟ明会ưƷ交流会ＲƷ方法Ǜ学校長ƴ了解Ǜ得ǔŵ࠰成ᲭᲪ  

ᢃ動ᢂびプロǰラム講師ƱƷ打ƪ合わせ 

学校ᛟ明会ư保護者へ交流会ƷＲᲢチラǷŴ参加申込ǈハǬǭ配布Უ 

 生ボランテǣǢ募集ᲩＨフǡǷリテヸタヸƱ打ƪ合わせ࠰Წ月 交流会Ʒ新Ჰ ࠰成ᲭᲫ

当日  

 Ჭ月ᲫᲱ日Ტ日Უ Ჳ:ᲭᲪ～ᲫᲫ:ᲭᲪ  会場Ჴㄤ階小学校ミヸテǣンǰルヸムヷ体育館࠰成ᲭᲫ

参加人数Ჴ37ӸᲢ児童Ʊ保護者ᲫᲳӸŴ新Ჰ࠰生児童ボラ 7ӸŴ子Ʋǋ部会部員ᲱӸŴＨǹタッフᲮӸᲣ 

工夫しƨƜƱᲴ参加者Ǜ募集すǔƨǊ新入生物品購入時ƳƲƴ声ƔƚǛ行Ƭƨŵ 

ヷ 事業ƷዒዓŴ発展ƴ向ƚƯㅻ後取Ǔ組ǉƜƱ 

Ტ評価Ǜ 10ƴ近ƮƚǔƨǊƴᲣ 

Ფ参加人数Ǜ増やすƨǊƷ取Ǔ組ǈ 

ヷ開催時期Ǜ検討すǔŵ 

ヷ告知Ʒ方法Ǜ検討すǔᲢ保育園Ŵ幼稚園ưǋＲᲣ 

ヷ学校Ʒ協力Ǜƞǒƴ得ǔŵ 

 

ヷ 課᫆Ʒ解決度合Ტ10段階Ʒ自己評価Უ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

       ○   

ヷㄥ記評価Ʒ理ဌ 

参加Ʒ保護者ƔǒžƱƯǋ良い取Ǔ組ǈƳƷưŴƨƘƞǜ

Ʒ方ƕ参加ưƖƨǒいいƷƴſƱいう感想ƕあǓǇしƨŵ

児童ƸŴ楽しƛƴ新Ჰ࠰生や地域ボランテǣǢƱ体験活動

や交流ǛしƯいƨŵ穏やƔƴ接しƯいǔㄥ級生ƕ頼ǋしƘŴ

安心感ƕあǓǇしƨŵϋ容ǋ充実しƨプロǰラムưあǓŴ

ƞǒƴ多ƘƷ保護者ƕ参加ưƖǔǑう検討ƕ必要ŵ 

 

Ჾ 

C A 

 

申請団体名：ǈはし地域Ǉちづくりネットワーク 子ども部会 

事業費Ტ予算᫇ᲣᲴ 135,000 όᲢǇƪƮƘǓ総合交付金課᫆解決特別事業Ჴ  500,000όᲣ 

   

ƳƝやƔƴ 

保護者Ｈ体験中 

児童Ʊ新Ჰ࠰生 

ᢃ動ᢂび体験中ŵ 

ㄥ級生ƕ優しƘフォロヸ 

新Ჰ࠰生考案 

しƬǆƱǓǲヸム中 

ǇƬƯ～！ 

入学Ǜ待ƬƯǇす！ 

ǈǜƳư記念撮影 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成  度浜田市Ǉちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書࠰30

事業名 ǈƸしネットƕしƔけǔ 地域ヷ学校ヷ家庭Ʒ連携強化事業 

     žㄤ階小学校Ჰ࠰生ƴǑǔƓ化けދ敷ſ 

事業Ʒ目的Ტ解決Ǜ目指す課᫆Უ   

Ფ次世代Ʒ地域Ǜ創生すǔ人材育成ƷƨǊ地域ヷ学校ヷ家庭Ŵ多様Ƴ主体ƕ連携協働しƯいƘƜƱŵ 

Ფㄤ階小児童ƕŴ地域Ʒ課᫆Ǜ知ǓŴǇƪƮƘǓǛ担う地域住民Ʊ出会うŵ 

Ფ児童Ɣǒ地域へ発信ヷ提言すǔƜƱưŴ地域住民ǋ活力Ǜ得ǔŵ 

見込ǇǕǔ成果   

Ფ児童Ʒ主体性や自己ஊ用感Ǜ育ǉƜƱƕưƖǔŵ 

Ფㄤ階小児童ƕ学習成果Ǜ地域へ発信しŴ地域住民ƴ活力Ǜ与えǔŵ 

事業Ʒ概要   

○ϋ 容：昨࠰度Ʒ 生ƕǈƸし☆ǇƭǓư開催しƨžƓƹけやしƖſǛŴǑǓ多ƘƷ子Ʋǋƨ࠰5

ƪƴފけǒǕǔǑうƴŴ石見小学校Ʒ児童ǯラブƕ開催すǔƓ店ދƞǜƝƬƜƱコラボ

しƯ開催しƨŵ自分ƨƪưƭƘƬƨチラǷǛ石見小ヷㄤ階小Ʒ児童ƴ配布ŵそƷ他Ŵ石

見公民館や浜ဋƷǇƪƷ縁側ƴ掲示しƨŵ 

○事前Ʒ動Ɩ：石見小学校Ʒ児童ǯラブƱコラボ開催すǔƨǊŴ児童ǯラブƷスタッフŴㄤ階小Ჰ࠰担

任Ŵ子Ʋǋ部会Ŵ石見公民館主事Ʊ打ƪ合わせ 

○当 日：成 ࠰30 7உ 26日Ტ木Უ13:00～16:00 会場：石見公民館 研修室 

○参 加 人 数：約 200人Ტ児童や保護者Ŵ地域住民うƪ 生児童࠰6 26名Ŵ子Ʋǋ部会部員 3名含ǉᲣ  

○工夫しƨƜƱ：ㄤ階小学校 6 生Ʊ石見小児童ǯラブƷ子ƲǋƨƪƕŴ今回Ʒ体験Ǜ学びへƱ深Ǌ࠰

ǔƜƱƕưƖǔǑうƴŴ振Ǔ返ǓƷ会ǛǋƬƨŵ 

 

ヷ 事業ƷዒዓŴ発展ƴ向けƯ今後取Ǔ組ǉƜƱ 

Ტ評価Ǜ 10ƴ近ƮけǔƨǊƴᲣ 

ᲤǈƸし地域ƷǇƪƮƘǓƷ活動Ʊㄤ階小学校

Ʒ授業Ǜ結ぶ学習プロǰラムƷ開発ŵ 

ヷ今࠰度すưƴ来࠰度ƴ向けƯŴ小学校Ʊ打ƪ合

わせǛ重ƶŴᲯ࠰生Ǜ対象ƴ防災学習Ǜ協働ư進

ǊǔƜƱƴƳƬƨŵ 

 

ヷ 課᫆Ʒ解決度合Ტ10段階Ʒ自己評価Უ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

        ○  

ヷㄥ記評価Ʒ理ဌ 

小学校Ʊ協働ư授業ƮƘǓǛすǔƴƸŴ前࠰度Ɣ

ǒƷ打ƪ合わせƕ必要ưŴ今࠰度Ƹすưƴ取Ǔ組

ǇǕƨ教育活動Ǜ地域へ開いƨ取Ǔ組ǈưあƬ

ƨŵ活動事態Ƹƶǒい通ǓƷ成果ƕ得ǒǕƨŵ 

Ჾ 

Ｐ 

C A 

 

 

申請団体名：ǈはし地域Ǉちづくりネットワーク 子ども部会 

事業費Ტ予算᫇Უ：   225,000όᲢǇƪƮƘǓ総合交付金課᫆解決特別事業： 500,000όᲣ 

 

 

児童ƕデǶインしƨチラǷ 

ㄤ階小ヷ石見小ƴ配布 

公民館ヷǇƪƷ縁側ƴ掲示 

 

Ɠ化けދ敷Ʒ入場券Ǜ作成 

無事ƴ出ƯƖƨ子Ʋǋƴ 

ǰミƷ進呈 

 

Ɠ化けދ敷Ʒ入口ư他校Ʒ 

ㄦ級生ƴ優しƘ声Ɣけすǔ 

Ჰ࠰生 

 

ㄤ階小  生Ʒ司会進行ưŴ࠰6

石見小児童ǯラブすƗƷƜƷ児

童Ʊ共ƴŴ終わǓƷ会Ǜ開催 

 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

「助けて！」と言える関係をつくる事業 
～防災意識啓発および技能向上事業～ 

 

① みはし地域の各町内会・自治会が、非常時には「助けて！」と近隣町内会・自治会に言い合える

関係になれることを目標としています。 

② もって非常時には、みはし地域内外の町内会・自治会が助け合って、日常に戻れるまで頑張りあ

える関係を築き上げていきます！ 

   

 

【３年間の主要事業（予定）】 

① 底上げ事業 

1） 防災講演会の開催 

2） 災害ボランティア支援事業 

3） 防災 PR活動（追加事業） 

② リーダー育成事業 

1） 各種技能研修 

2） 被災地視察 

 

 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

☆ 地域の個々人が防災を意識する機会が増える

よう、PR活動を続けます。 

☆ 町内会・自治会や一般市民が参画しやすい事

業を企画立案していきます。 

☆ 防災部会員の個々人の技能を高めるよう研修

を積み重ねていきます。 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

      〇    

今年度１年間の進捗としては「７」程度ですが、

防災力強化という大きな課題の解決度合いはまだ

まだ「１」です。数年で解決できる課題ではありま

せん。気長に、地道に、着実に進めてまいります。 

 

Ｐ 

Ｄ 

C 
A 

みはし地域まちづくりネットワーク（防災部会） 

事業費（予算額）：550,000円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円） 

今年度は三階小学校 PTA 主催の「みはし☆まつ

り」にて防災をテーマにした展示や体験コーナーの

運営を行うことで、地域の方々が防災について考え

られる機会を創出しました。来年度は、防災講演会

と被災地視察を予定しています。 

山陰中央新報 11月 20日 

防災グッズ体験コーナー 

消火器訓練 

起震車体験 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

地域で守り、拡げていく広浜鉄道今福線 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  佐野・宇津井地区には、地域が誇る観光資源である広浜鉄道今福線の遺構があり、これを目指してく

る観光客も年々増加傾向にある。この資源を維持、発展させ、より観光客を呼び込むことで地域の活性

化につなげたいと考えた。そのためにはまず環境整備、後継者育成、地域の意識醸成が必要であった。 

 

・事業の概要 

哲学の道と称する直線の先に今福線の観光名所の新旧合流地点があるが、車を U ターンする場所も

なく、またイベントを行っても集える場所がなかったこと、更に周辺の草刈りを行う際に車両の出入り

が困難な通路もあったことから今回この事業を計画することとした。 

・時期は、平成 30年度の伐開処理がしやすく、落葉する晩秋時期に実施することとした。 

・作業は、新旧合流地点の伐開、埋め立て、併せて通路の一部の埋め立てを同時期に実施。 

・佐野・宇津井地区まちづくり推進委員会今福線部会を中心とした同委員会メンバーにおいて実施。 

・重機等作業には資格者を配置し安全な作業を徹底した。 

・最終的に、哲学の道へ張り出した樹木の伐開についても併せて処理し見晴らしを良くした。 

今後、観光客もさることながら、地元住民を招いての交流会の開催等イベント開催が行われるように

なり各種拠点として活用する事が出来るようになった。これは、地元住民へ改めて今福線の素晴らしさ

に気づいてもらうための場所とすることができ、地元の意識を高めることも出来る。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

 今回整備した場所については、交流会やイベン

トの開催、環境整備への地元住民の負担軽減に

つながったと判断されるが、今後人が集まると

更にトイレなどの設備が必要となってくると

思われ、これらを整備して行くことが必要不可

欠と判断される。 

 

 

 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

      ○    

・上記評価の理由 

 今回目標とした環境整備は出来たものの、新旧

合流地点までは行くことが出来ないフェンスが

あり、現状では今福線の良さが少し分からない

ところがある。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

写   

真 

 

申請団体名：佐野・宇津井地区まちづくり推進委員会 

事業費（予算額）：500,000円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円） 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

美川地域防犯意識啓発事業 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  美川地域は、美川保育園、美川幼稚園といった未就学児から、美川小学校、浜田第四中学校といった 

就学児まで、特に犯罪に巻き込まれやすいとされる世代が多い。 

  こうした世代が、安心して登下校でき、生活しやすい環境を整えることで、子育て世代にとって住み

やすい地域をつくることにより、美川の魅力をより高めていきたい。 

 

・事業の概要 

これまでは、内村駐在所、青パト隊、美川交通安全協会、美川防犯協議会（見守り隊）等と連携し、 

子供たちの見守を図ってきたが、下校時に時間差があり見守り等手薄となってしまうという課題があっ

た。そこで、特に児童の通行が多い美川小学校前交差点及び牛谷交差点に１台ずつ防犯カメラを設置し、

犯罪の抑止とともに美川地域住民の防犯意識の向上、子供たちに犯罪に対する正しい知識を身につけて

もらうことで『犯罪のないまち みかわ』を確立させる。 

防犯カメラを設置して終わりではなく、美川の企業等に協力を仰ぎ、新たに「美川防犯協力会」を立

ち上げた。この協力会を中心として、『犯罪のないまち みかわ』を目指して今後も事業の継続を図っ

ていく。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

美川防犯協力会と他団体との連絡調整をし、 

犯罪抑止活動（報告会・のぼりたて・広報）等 

進めていく。 

 

 

 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

      〇    

・上記評価の理由 

防犯カメラ設置場所周辺の地域住民には、防犯意

識が向上したが、まだ美川全域には達してない。 

美川防犯協力会が中心となって、意識を高めるた

めの取組が必要と感じている。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

  
真 

 
真 

申請団体名：美川地域まちづくりネットワーク 

事業費（予算額）： 327,216円     （まちづくり総合交付金課題解決特別事業： 327,216 円） 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

持続可能な美川に向けた子育て世帯定住促進事業 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  日本全国で大きな問題となっている人口減少については、ここ美川においても例外ではなく、日本の先端を進んでい

る。小学校等の児童の減少、店舗の減少、このまま何もせずにいると地域の衰退がさらに加速してしまう。 

そうした危機感から、平成 29 年度より、人口減少対策会議を毎月開催し、ワークショップ形式を主軸に地域のアンケ

ート調査・分析等を進めてきた。平成 30 年度から、さらに目で見える形で人口増加対策を進めていき、他地域のモデル

となるような取り組みを目指す。 

・事業の概要 

・美川人口減少対策会議において議論し、子育て世帯の定住及び地域活性化を事業の大きな目的とし、

以下条件により子育て世帯移住者の募集を実施。また、募集にあたっては有志のプロジェクトチーム

を立ち上げ、随時協議を行っている。 

(1)小学生以下の子どもがいる世帯 

(2)平成 30年 10月 1日以降、美川地域に転入される世帯 

(3)移住後、美川の地域づくりに積極的に関わることのできる世帯 

・条件に合う世帯を募集し、面接を経て対象世帯を決定。対象世帯には、1月 1万円程度の活動費を支

給し、美川の会議等に出席していただく。 

・4世帯募集しているが、現在 1世帯が決定。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

(1)引き続き、ホームページや口コミを活用し、制

度の周知を図っていく。また、移住希望者へ紹介

できる空き家情報等の集約を図る必要がある。 

(2)移住世帯をサポートできる体制づくりが喫緊

の課題であり、そのためにも各関係者がこの事業

を「自分ゴト」として捉えるための意識改革の取

り組みを実施する必要がある。 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

    〇      

・上記評価の理由 

(1)目標世帯数の達成状況 

(2)移住された方を地域全体でどのようにフォロ

ーし、どのように関わってもらうかについて、意識

の共有、組織の方向性がまだしっかりと定まって

いない。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

 

 

 

 

 

 

 

      美川で作成したホームページ        子育て世帯募集のチラシ（一部抜粋） 

申請団体名：美川地区まちづくりネットワーク 

事業費（予算額）：520,000円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000 円） 





                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

魅力ある農産物栽培実践事業 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

 魅力ある農作物の生産により収益化が可能だということをモデルケースとして示すことで、より多くの

若い世代に農業に関心を持ってもらう。ブドウ栽培技術を次世代の農業者に伝承し、ブドウ栽培者の育成・

増員を図り、併せて、耕作放棄地の解消に努める。 

また、生産したブドウの販売による収益は、今福地区まちづくり推進委員会の自己資金とし、まちづく

り委員会の活動の幅を広げるための手段とする。 

・事業の概要 

シャインマスカット栽培のモデル的な施設とするため、地区内にある空きハウス（300㎡）にブドウ棚

を整備した。 

従前からブドウを栽培している方から栽培技術を学びながら地域住民と作業することにより、農業生産

意欲の高揚を図り、ブドウ栽培技術の向上に取り組んだ。 

また、取組内容や成果を地区のイベント等で周知するなどし、住民の関心が得られるように取り組んだ。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

2 年後には順次収穫可能な状態となるように

努め、5年後の成園確立を目指し、その間にも研

修や研鑽に励み、生産技術の向上に努める。 

農業に係わる取組は短期間で成果が出るもの

ではないが、より多くの若い世代に農産物生産

に関心を持ってもらえるよう働きかけ、将来に

わたって持続可能な農業生産体制の構築を目指

す。 

 

 

 

 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

  〇        

・上記評価の理由 

 本事業によりぶどう棚を設置し、ブドウの植栽

はできたが、施設の整備完了までは、周辺の環境

整備（草刈り、溝堀りなど）をする必要があり、

また、課題の解決や地域活性化は整備完了後の活

動が肝心となるため、道半ばという意味で評価 3

とした。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

申請団体名： 今福地区まちづくり推進委員会 

事業費（予算額）： 509,760円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業： 500,000円） 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  〇美人の湯「美又温泉」だけでなく、地域に言い伝えのある河童伝説や妖怪などを活用し、その相乗

効果によって地域の活性化を目指す。妖怪に関連した商品開発も行い、産直市場で販売することで

産直市場の売上増を図る。 

  〇美又地区では、まちづくり委員会、NPO 法人、旅館組合、公民館などが地域活性化に向けて取り

組んでいるが、それぞれ個別の活動にとどまっており、地域一丸となった活動になっていないこと

が課題である。 

・事業の概要 

〇統一したロゴ入りのユニフォーム（ポロシャツ）を作成し、地域活性化のために活動する各団体の

構成員に配布し、イベント時に着用する。 

〇美又温泉に来た記念になるよう、妖怪が書かれた顔出し看板を作成し設置する。 

〇河童伝説などの言い伝えの場所や近隣の石碑などに美又温泉を中心として何歩で行けるかを記載し

たお散歩マップ・看板を作成する。 

・事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

〇これからも継続的に地域全体で同じ妖怪ポ

ロシャツを着用しイベント等を行うことで

お互いに支えあい、協力し合おうという機運

が高まる。また、活動の PRにもなり、住民

の関心が高まる効果も期待する。 

〇お散歩マップを見て各所を見て回ってもら

うような工夫をし、美又地区（金城町）をも

っと知ってもらうようにしたい。 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

妖怪（河童）伝説活用事業 

・課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

     〇     

・上記評価の理由 

〇ポロシャツ・顔出し看板・お散歩マップは製作

して活用しているが期間が短いので効果はまだ

見られない。継続して活用・設置する。 

〇美又に妖怪のイメージを定着させるため、妖怪

に関するグッズを作成・販売し始めた。 

 

Ｐ 

Ｄ 

C 

申請団体名：美又湯気の里づくり委員会 

事業費（予算額）：513,000円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円） 

A 

顔出し看板                    妖怪ポロシャツ 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

小さな郷づくり推進モデル事業（継続事業） 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

  高齢化と人口減少で耕作放棄地の急拡大、里山荒廃、空き家や独居世帯の増加等、地域には様々な問

題があるが、この課題に取り組もうとする住民は少なく無関心は集落崩壊を招きかねない。雲城地区は

1000世帯、21町内会があり町内会ごとに課題は様々である。 

町内会の多くの住民が地域の現状（問題）に関心を持ち、話し合い、共有し、住民自身が課題の解決

に向け具体的な取り組み（行動）と事業を行い“やればできる”を体験し住民自身による課題解決へ取

り組みを加速させる“きっかけづくり”と町内リーダの育成を目指すモデル事業を行う。 

・事業の概要 

・実行委員会による郷づくり支援体制（まち委・公民館＋県や市の関係部署） 

実行委員会にモデル候補の町内会の会長等に入ってもらい町内会の問題や課題を整理、その後に町

内会に出向いて町内住民とのワークショップを開催、思いや意見を聴き整理し事業へ結び付けた。 

・郷づくり見える化シンポジウム“まちづくりMiniフェスタ”を開催し４団体の事業事例を紹介 

  地域住民と関係者併せて約 100名の参加者があり、それなりの事業効果はあったと思われる。 

・過去 2年間の事業実施町内会への継続支援（青原・新開・金田・伊木）と新規に取り組む町内会に 

対して郷づくり推進の支援を行った。 

事業の継続、発展に向けて今後取り組むこ 

と（評価を 10に近づけるために） 

・高齢者だけの町内会の課題解決事業をどうする 

か見つかっていない。（社会福祉協議会の協力 

も仰いでいるが具現化、具体化が進まない） 

・実施町内会への継続支援と未実施町内会への取 

組みのアプローチ 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

       〇   

・上記評価の理由 

・まちづくり委員会主体でなく町内会主体の実施

事業であるため判定しにくい。 

・高齢化率の高い町内会に対する支援が不十分 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

写  真 写  真 

申請団体名：雲城まちづくり委員会 

事業費（予算額）： 550,000円    （まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円） 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成  度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書࠰30

事業名 

地域ʐˈʬʰし環境整備事業 

・事業の目的Ტ解決を目指す課᫆Უや見込まǕǔ成果 

  ȩ 案内板ʱ近ʫʑʰくʬˈ文字ʴ判読ʒ可能ʱʰːɱまたɱʯʴ方向ʑˏʭˈ見えやす

くʰˑˎうʱ改善しɱいʪ来ˏ˒ˑʑわʑˏʰい外ʑˏʴʐ客ʛまʱ対しʬˈɱˎː

良いʚ案内̴ʐˈʬʰし˘提供ʭʓˑˎうʱすˑɲ 
 

Ȫ   Ȫ 地域活性化ʴ一環ʮしʬ取ː組˙ʭいˑ盆踊ːʰʯɱ夜間ʱ開催ʛ˒ˑイベントʱ

ʐいʬɱ屋外ʭ使えˑ照明灯˘設備しɱ参加した住民たちʴ表情˘ʵʩʓːʛせˑʙʮ

ʭ賑わい˘創出しɱまた安全̴安心ʰ環境˘確保したいɲ 

・事業の概要 

ȩ 地域内 5 ʑ所ʱ立ʬˏ˒た案内表示板内ʴ文字ʴ修正及び案内表示˘見えやすくすˑ

たˇ案内板ʴ位置調整˘行うɲ 

 

Ȫ 夜間ɱ屋外ʭ使用ʭʓʬɱ持ち運びˈ可能ʰɻバル̵ン照明灯ɼ˘ 2機整備すˑɲ 

・事業のዒዓ、発展に向けƯ今後取Ǔ組ǉこと 

Ტ評価を 10に近ƮけǔたǊにᲣ 

ȩ 案内板˘改善したʙʮʱˎːɱ今後ˈ道路

周辺ʴ草刈ː等ɱ環境整備˘行ʐうʮすˑ気

持ちʒ地域住民ʱ根付ʓɱ町全体ʴ景観保

全̴イメ̵ジアップʱʪʰʒˑˎうʱした

いɲ 
 

Ȫ 小中学生˘対象ʮしたキャンプʴほʑɱ地

域内各所ʭ開催すˑイベントや災害発生時

ʴ照明ʮしʬ使用すˑʰʯɱ地域ʴ防災対策
ʮしʬˈ活用したいɲ 

・課᫆の解決度合Ტ10段階の自己評価Უ 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

       ○   

・上記評価の理由 

ȩ 日焼け等ʱˎˑ経年劣化ʴたˇ案内板内ʴ

文字ʒ見えʫˏくʰʩʬいˑʴʒ改善ʛ˒

たɲ 

  案内板ʴ取付位置(高ʛ)˘変更すˑʙʮ

ʭɱʯʴ方向ʑˏˈ見やすくʰʩたɲ 
 

Ȫ 盆踊ː等ʴ夜間行事ʴ安全̴安心性ʒ確保

ʛ˒たɲ 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

  

申請団体名：縁ʴ里ʫくː委員会 

事業費Ტ予算᫇Უ：485,672円ᲢまちƮくǓ総合交付金課᫆解決特別事業：485,672円Უ 



                                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 事業名 
木田美景観事業 / 木田魅力アップ事業  （H30/6 月～H33/3 月計画） 

事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果   地域の空き家・耕作放棄地を住民が把握する。所有者との確認も必要。現状で放置した場合の防災や 景観を損ねることを想定し、空き家の整理や、耕作放棄地を活用する取り組みを行なう。  事業の概要    
・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと （評価を 10 に近づけるために） 役員改正などがあり、次年度への引き継ぎが大事。継続できるよう、課題や目的の共有をきちんと行なう。課題を放置しない。取り組みの計画の詳細を決める。前年度の役員と新年度役員が引き継ぎも兼ねて一緒に話し合う場をつくる。耕作放棄地は再度整備を行いそこで作ったものを販売を目的として加工など行なう取り組みにしていきたい。  

・ 課題の解決度合（10 段階の自己評価） 1 2 3 4 5 6 7 8 9  10   ◯        ・上記評価の理由 耕作放棄地について、ひまわりなど鑑賞できるものを植えてその後ひまわり油の搾油を検討中。 空き家調査は掘り起しは完了。 防災マップは木田さんぽ♪で地図のベースを作成。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

申請団体名：木田まち自治会 

事業費（予算額）：500,000 円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000 円） 

空き家の調査表。地区評議員に担当地

区の空き家について調べてもらった。 

荒れ地になっていた土地を部会のメンバー

で整備した。その後の活用について検討中。 

〈空き家調査〉 ～７月末～ 各地区評議員が調査を行った。後に市へ提出し、市から持ち主へ連絡。交渉など必要であれば住民が行う事もある。 
〈耕作放棄地活用〉 ～７月末～ 目立つ場所にある荒れ地の土地の所有者に許可をもらい、草刈りを行なった。その後の意見がまとまらず今年度はそのまま放置。放棄地の場所確認を行い地図に記す。今後はH31 年度 5 月頃草刈りを行いひまわりを植える。８月頃に咲けば景観としても明るくなる。９月その種を採取。油を搾るなどしてそれを活かす取り組みをする。 

〈防災マップ〉 ～毎月～ 公民館が木田さんぽ♪を行なう。これまで散歩した場所の地図をすでに作っていて、距離や危険箇所の把握もできている。今後、どのような地図にするのか、内容を細かく協議。 
〈木田さんぽ♪〉 公民館が呼びかけ、毎回５㌔づつ歩きながら危険箇所や地域の様子を見る。地図を持って歩き、気になる事があれば書き込む。 ・4 月 2 日(18 名) ・5 月 28 日(10 名) ・6 月 25 日(9 名) ・11 月 13 日(9 名) ・3 月 12 日(8 名) 新年度も継続する予定。 



                                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 事業名     菖蒲で勝負！農地整備保全事業 
 ・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果  高齢化が進み荒廃する耕作地が増加する今日、耕作地を菖蒲園に改造することにより、圃場の保全と景観対策に寄与でき、地区民の癒しの場となる。。     ・事業の概要  ２０１８年 6 月～7 月  菖蒲園の改造 面積２０a 参加延べ人数 １８人  ２０１９年２月１５日  今後の取り組み打ち合わせ会 参加人数 ９名  ２０１９年２月～３月  菖蒲園の整備 除草シート張 参加延べ人数 ２３人  ２０１９年 ４月    菖蒲苗の植え付け  ２０１９年 ５月    菖蒲園周りの草刈  ２０１９年 ８月    菖蒲園周りの草刈  ２０１９年１０月    菖蒲園周りの草刈  ２０２０年 ５月    菖蒲園周りの草刈  ２０２０年 ６月    菖蒲祭り ・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと （評価を 10 に近づけるために）  １、菖蒲園の拡大  ２、菖蒲祭りの開催  ３、苗株の配布  ４、若者の参加（大学生等）  ５、棚田まつり、縁側喫茶等と連携し観光スポットにする   

・ 課題の解決度合（10 段階の自己評価） 1 2 3 4 5 6 7 8 9  10     〇      ・上記評価の理由  １、２０a の菖蒲園の土台完了  ２、除草シートで草取りの軽減  ３、苗植えがまだ(４月中) 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

申請団体名：都川地区まちづくり推進委員会 

事業費（予算額）：４７６，０００円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：476,000 円） 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

まちづくり活動を広げよう ! 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

① 弥栄の朝市(や市)の集客数や新規出店者の増加を目的とする。 

② まちづくり活動の将来的な展望を見据え、「子どもまちづくり委員会」を発足させ、まちづくり委

員会が実施する活動や事業に地域の子どもたちが積極的に参加する機会を作る。 

 

・事業の概要 

① まちづくり事業が始まった当初から続いている「弥栄の朝市(や市)」であるが、更なる集客数や新規

出店者の増加を目的とした広報活動を展開するため、浜田市内や他地域の方々にも広く知ってもら

える新聞折り込みチラシを 2回、また通常チラシも作製し配布した。 

② 子どもまちづくり委員会の発足式を行い、任命書と記念ファイル等を授与し、子どもまちづくり委

員の名刺をパソコンで作成し所持するようにした。早速「二十歳の集い」事業では、アイデアいっぱ

いの案内状の作成や、式典での裏方の仕事も分担した。 

 また、子ども支援事業である「やさか塾〜冬合宿」の準備、運営にも参加した。他にも「ウルトラマ

ラニック」のエイドに出店するための準備も公民館と共に行った。 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

① 他地域からの同時開催イベントの申し

込みも有り、期待値は強いと感じるが、

計画準備、当日の運営等委員の負担軽減

等新しい発想による展開が必要である。 

② 子どもまちづくり委員は児童生徒なの

で、学校や部活等の日程から意欲はあっ

ても十分な参加が叶わないことが多か

った。また、広報も不十分であった。 

 

 

 

 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

      ○    

・上記評価の理由 

①  や市新規出店者 2 件が増加、フリーマーケ

ットも漸次増加して定着感がある。 

② 子どもまちづくり委員会は今年度 5 名で発足

したが、次年度も新たな委員の参加が見込ま

れる。 

Ｐ 

Ｄ 

C A 

 

  

申請団体名： 安城地区まちづくり推進委員会 

事業費（予算額）： 363,000 円（内まちづくり総合交付金課題解決特別事業： 363,000円） 



                                         

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

 黒沢地域のこれからの暮しが心配です。地域は超高齢化を反映し人口減少が甚だしく，疲弊しきっています。

広大な私たちの地域（４０㎢以上）には，保育所も小学校や中学校そしてお店も全くありません。もちろん病院

や農協・駐在所等の公的機関もありません。ここ黒沢では子育ても叶わず，若者が暮らすにはあまりにも厳しく

極端な生活不利地です。しかし，この状態でも，手をこまねいているわけにはいきません。何か打開策があるは

ずです。そこで，ひらめいたことが，黒沢がふる里の，日本中の人々に助けを求めることでした。条件の悪さを

最も理解されている方々との交流を始めよう。・・・その糸口が黒沢中学校の拡大同窓会です。 

計り知れないお土産が期待できます。都会からのアドバイスやふる里応援団が出来ればとの思いもあり、計画

しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名            黒沢中学校 拡大同窓会 

・事業の概要 

 黒沢中学校の卒業生は，第１期生（昭和２２年度卒）から閉校になった昭和５０年度までの２９期です。当

時の在校生を合わせますと３１期８２７名です。近隣の卒業生約５０人で実行委員会を立ち上げ，連絡が取れ

た人５８６名に案内状を送付しました。結果として４３０名から懐かしいコメントが届きました。そして都合

をつけることが出来た，２１５名と関係者を含めて，２３０名が母校に集いました。 

 当日は、地元神楽団による神楽上演や校歌を合唱するなどして親交を深めました。また、遠方からの帰郷者

に配慮し、公民館で宿泊できるよう準備しました。 

今は，お家も田畑も何もない方々がほとんどです。５０年ぶり・７０年ぶりの声で会場は別世界。感激と嬉

しさで，言葉が見つかりません。この取り組みによって，素敵な未来が描けました。まず一つは，ふる里の風

や香りに飢えているという，みなさんの心が透けて見えたことです。そして，ふる里に帰ったからこそ正直な

自分を出されました。片意地を張らずにそのままの顔で。 

・事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

◆都会地に住む，同郷者との交流を深める必要があ
る。 

◆ふる里のお米や野菜，そして山菜や加工品等を届
けてほしいという声があったので、その声に応え
る体制づくりを急ぐ必要がある。 

◆子供や孫世代と繋がるための策の強化づくりが
特に必要である。 

・課題の解決度合（10 段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

        ○  

・上記評価の理由 
◆この地域と縁が切れたと思われた人々との再会。 
◆都会での苦労話から，癒しの場を見つけられた。 
◆ふる里（黒沢）を応援したいという姿が見えた。 
◆ふる里産品に目が向き，欲しがる声に応える意欲が
生まれた。 

◆当初のねらいである「ふる里サポーター」としての
動きが見えてきた。 

 

 

 

 ⦿ 

申請団体名： 黒沢まちづくり委員会 

事業費（予算額）：1,800,000円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円）） 

校歌の合唱  

で中学生時代

☞代☞ 

 

    

幸せの黄色いハンカチ   

 

 

Ｐ 

Ｄ 

C A 



                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 事業の継続、発展に向けて今後取り組むこと 

（評価を 10に近づけるために） 

１．休耕畑の肥料施行機械化の改善   

２．そば刈り取り方法の改善   

３．そば脱穀機の改善 

４．ひまわり種採取方法 

５．野山嶽登山道の整備改善  

６．野山嶽頂上付近の樹木伐採  

 

 

 

 

 

・ 課題の解決度合（10段階の自己評価） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9  10 

      〇    

・上記評価の理由  

 ★目標は９だったが、ほとんどがボランティア 

作業で一定人数の活動となった。畑を耕す・肥

料をまく・草刈・野山嶽頂上道整備作業などが  

  未達だった。 

C A 

 

平成 30年度浜田市まちづくり総合交付金 課題解決特別事業 事業報告書 

事業名 

環境・景観保全事業（ひまわり園開設及び野山嶽景観保全事業） 

・事業の目的（解決を目指す課題）や見込まれる成果 

１．井野地区を全貌できる野山嶽の荒廃を防ぐ。（又、７０年前の姿に戻したい）  

２．１を達成するため、現在ある畑に蕎麦やひまわりを栽培して現状の景観を保つ。   

３．井野地区住民が一同に集まり農作業やひまわり鑑賞など話し合いの場を作る。 

 

 ・事業の概要  

１．現状を維持するため（ひまわり・蕎麦栽培）機械化。種・除草剤・肥料散布器、種まき機、草刈

り機、そば種まき機、そば刈り取り機、そば脱穀機、そば砂選別機、製粉機の予備品等を購入。   

２．野山嶽へ来た人数が井野人口の約３倍の数となる。  

★現状を維持するため高齢者の負担軽減が必要だった。そこでそば種まき機の開発、そば刈り取り

機の開発を行い、そば石貫機を購入した。特に種まき機は会員の負担が大幅に減少できた。 

ただし、そば刈機開発は失敗したので今後の課題である。石貫機購入により、そば品質向上と手

間が減少できた。  

 ★井野高齢者クラブの会員１０４人の他、ひまわり園、そば栽培を含め３５０名を超える参加が 

あった。 

 ★ひまわり園内外から好評を得て多くの方に井野へ来ていただいた。野山嶽の登山道の整備を行

ったが頂上から周囲が見えず不評だったので今後の課題とする。 

Ｐ 

Ｄ 

申請団体名：まちづくり推進委員会 INO 

事業費（予算額）：600,000円（まちづくり総合交付金課題解決特別事業：500,000円） 


